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『山形おきたま伝統野菜』に「赤湯なんばん」が９年ぶりに追加認定！ 

新カテゴリー『山形おきたま郷土
ふるさと

食材』に「行者菜」・「岡の台ごんぼ」を初認定！ 

 

 標記について、下記のとおり認定されましたので、置賜地域の伝統と食文化を未来につなげる取

組みとして、広く県民の皆様へ周知願います。 

 

記 

 

１ 「赤湯なんばん」の『山形おきたま伝統野菜』への認定について 

（１） 山形おきたま伝統野菜とは 

置賜地域の市町から推薦があった伝統野菜のうち、次のいずれにも適合し、山形おきたま伝

統野菜振興協議会が認定したもの。 

① 置賜地域で概ね昭和20年以前から栽培されている在来種 

② 置賜地域の歴史と食文化を伝えるもの 

平成28年度の「つくも高菜」を最後に認定がなかったが、この度９年ぶりに「赤湯なんばん」

を追加で認定。認定品目数は計20品目となった。 

 

（２） 「赤湯なんばん」について 

もともとは、赤湯温泉の名物として古くから愛されてきた「石焼きなんばん」という伝統食

品の原料となる唐辛子であり、現在の南陽市に根づく唐辛子の食文化を形成してきたもの。 

120年以上前から栽培されてきた在来種で、後継者の不在により一時栽培が途絶えたが、新た

な生産者により令和５年に復活し、「赤湯なんばん」と命名された。その希少性と「石焼きなん

ばん」という食文化の独自性から、令和７年５月16日に山形おきたま伝統野菜に認定された。 

≪生産の状況（令和６年）≫ 

○栽培地域：南陽市漆山地区、砂塚地区 

○栽培面積：10a    ○生 産 量：100㎏ 

○栽培者数：２名   ○出荷時期：８月～10月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 「行者菜」及び「岡の台ごんぼ」の『山形おきたま郷土（ふるさと）食材』への認定について 

（１） 山形おきたま郷土（ふるさと）食材とは 

置賜地域の市町から推薦があった農林産物のうち、次のいずれかに適合し、山形おきたま伝

統野菜振興協議会が認定したもの。 

赤湯なんばん 石焼きなんばん 



① 置賜地域で概ね30年以上前から栽培・採集されている農林産物で、これまで置賜地域の食

文化を形成してきたもの 

② 置賜地域で栽培されている農林産物で、これから置賜地域の食文化として受け継がれてい

くことが期待できるもの 

令和６年度に制度を創設し、「行者菜」、「岡の台ごんぼ」の２品目をこの度初めて認定した。 

 

（２） 「行者菜」について 

行者菜は、宇都宮大学が行者にんにくとニラから開発した野菜。ニラと似た姿をしているが、

株元はにんにくの香りが強く、特有の辛味・甘味がある。 

行者菜に興味を持った長井市の生産者グループが平成18年から栽培を開始し、関東・関西圏

を中心に出荷している。もともと長井市には行者菜を 

食べる食文化はなかったが、生産者や行政、市民を巻き

込んだ様々な取組みにより、現在は長井市の特産として

根づいていることから、令和７年５月16日に山形おきた

ま郷土食材に認定された。 

≪生産の状況（令和６年）≫ 

○栽培地域：長井市 

○栽培面積：65ａ  ○生 産 量：20ｔ 

○栽培者数：35名  ○出荷時期：５月上旬～10月下旬 

 

（３） 「岡の台ごんぼ」について 

白鷹町畔藤（くろふじ）地区「岡の台」で栽培されるごぼう。川の上流から運び出された土

砂が堆積してできた硬い土壌で育つため、短くゴツゴツとした見た目ながら、でんぷん質が多

くきめ細かい良質な味わいが特徴。一時栽培が途絶えたが、平成14年に地域の生産者らが復活

に取り組み、学校給食や収穫体験を通して若い世代にも親しまれるようになった。 

「岡の台」という土地柄でしか生み出すことのできな

い味わいをもつ特色あるごぼうであり、町の特産品とし

て根づいていることから、令和７年５月16日に山形おき

たま郷土食材に認定された。 

≪生産の状況（令和６年）≫ 

○栽培地域：白鷹町畔藤地区 

○栽培面積：120ａ ○生 産 量：約８ｔ 

○栽培者数：２名  ○出荷時期：９月～12月 

 

３ 山形おきたま伝統野菜振興協議会 

 置賜地域の伝統野菜の生産振興や流通促進、食文化の継承等を目的に、生産関係者、流通関係

者、実需者、市町、県により組織。（会長：置賜総合支庁産業経済部長、事務局：置賜総合支庁農

業振興課） 

伝統野菜の全国的な第一人者である山形大学農学部の江頭教授にアドバイザーを委嘱し、専門

的知見に基づく助言等をいただきながら伝統野菜の振興に取り組んでいる。 

 

 

 

 

 

【問合せ先】 

担 当 産業経済部農業振興課 

課長補佐 佐藤 久実 

      TEL 0238-26-6051 

 広報監 総務企画部長 小林 直樹 

行者菜 

岡の台ごんぼ 


